
和太鼓部「唯風(いふう)」2015 年度の活動報告  夏休み後半～二学期 

(新しい記事が上になっています) 

 

11/28 (土)本校 30 周年記念式典 オープニング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日は、『最後の新設府立高校』である大冠高校の、３０周年記念式典です。私たち和太

鼓部は、その記念すべき式典のオープニングを飾らせて頂きました。 

 分校時代を経て今日までの、大勢の先生方・卒業生の歩みに思いを馳せ、新しい時代へ

の一歩となるよう、心を込めて『海山道（みやまどう）』を演奏しました。 

 この曲は、近藤克次先生から、ご自身の作品を本校バージョンに編曲して頂いたもので

す。近藤先生は、和太鼓ブームの火付け役となり、太鼓打ちで知らぬ人はいない位有名な、

鬼太鼓座・鼓童両プロチームで、草創期の花形プレーヤーとして活躍された方です。豊か

な海と山の恵みを受け、風をはらんで未知の世界へと手を携えて漕ぎ出して行く若者たち

の姿を表現できていたら嬉しいです。 

11/21 (土)第２回学校説明会（於 本校視聴覚室） 

今回の学校説明会は、視聴覚室で行われました。 

初めて演奏する場所で、足場に演劇の平台があるなど、スペースの制約と、部屋の構造

上、お客さまの耳を傷めないことを最優先に、少人数編成での演奏となりました。 

 文化祭など、学校で演奏する機会はほかにもありますが、初めて本校を訪ねて来られた

中学生・保護者のみなさんをお迎えするこのシチュエーションは、独特の緊張感がありま

す。歓迎の気持ちを込めて、精一杯演奏しました。 

説明の後は、校内見学、我々の演奏も普段の練習場所で、今度はフルメンバーでご覧頂

きました。楽しんで頂けたなら嬉しいです。 

これからの受験シーズン、体調に気をつけて乗り切って下さい。全員の方が志望校に合

格されますよう、お祈りしています。 



11/14 (土)川西中学校エンジョイフェスタ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縁あって高槻駅の近く、川西中学校にお邪魔しました。実はここは部員の一人の母校な

のです。自分の母校で演奏するという夢がかなって、とてもハッピーでした。 

しかし当日はあいにくの空模様で、順延も危ぶまれました。その場合、外での演奏が予

定されていた我々は、最悪演奏できない可能性があり、とても心配しました。 

けれども、運営委員さんのご決断により、急遽体育館での実施となり、確実に出演でき

ることなり、一安心でした。開始の時間には雨もほぼあがり、屋外の屋台の運営にはほぼ

影響なく、押すな押すなの盛況でした。体育館では、子どもさんたちのかっこいいエイサ

ーや大学生によるアクロバティックな縄跳び、歌など、催しも多彩で、私たちもわくわく

しながら舞台を務めさせて頂きました。 

 運営にあたられた委員の方々、先生方、そして搬送をお願いしましたＴ様、大変お世話

になりました！ 来年も盛況でありますように。 

 

10/31(土)第 33 回玉川牧田地区文化祭 

 

  

さわやかな秋晴れの一日、毎年お世話になっています玉川小学校へ、今年もお邪魔しまし

た。部員達が生まれるずっと前から続いているこの催しは、地域の方々が大切に育ててこ

られた財産なのだと、お招き頂くたびに実感します。開催は 13 時からですが、その大分前



から三々五々集まってこられるお客さまは、ある方はお弁当持参でいらしたり、ご家族連

れだったりと、楽しみにしていただいていることが伝わってきます。 

 私たちの前は太鼓クラブの子どもさんたち。先生のリードで真剣に打ち込んで行きます。 

無心な姿がとてもさわやかです。特に今年は、各太鼓のソロ部分が、きらっとしてすてき

でした。 

 私たちが演奏に頂いた時間は３０分。メインの三年生に、二年生一年生も力をつけてき

て、食い込んできました。風雷神、天天尽、路の跡、蒼き風、ＨＩＤＥ、海山道の６曲を、

披露しました。 

さて、引き上げようとした時、司会の方からアンコールのお呼びが。部員たちはやりき

って、すっかり帰るつもりになっていたようで、想定外ではありましたが、このご要望に

はお応えするしかない！ 持参した太鼓の数が足りなかったので、いつもは締め太鼓も使

う屋台囃子の、長胴部分のみを演奏しました。咄嗟のことで、実は指示と違う始まり方を

してしまったのですが、そこはチームワークですっと合わせてしまいました。一瞬どうな

ることか！と固唾を呑んだ顧問は、人知れず胸をなでおろしたのでした。 

 運営のみなさま、運搬を毎年引き受けてくださる方々、ありがとうございます。来年も

お元気で、このまつりの歴史が続いていきますよう、お祈りします。 

 

10/24（土）本校第一回学校説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年の説明会は、お越し頂いた中学生、保護者のみなさまにより楽しんで頂けるよう、

座席も設けたしつらえです。いつも以上に改まった気持ちで、海山道を演奏しました。若

者たちが未知の世界へと手に手を携えて漕ぎ出して行く様を表現したこの曲が、受験生の

みなさんへのエールになれば、嬉しいです。 

 説明会の後の体験入部では、初々しい中学生と一緒にバチを握り、違う曲も見ていただ

きました。これから冬に向かいますが、皆さん体に気をつけて、がんばってください。入

試本番で実力を発揮できるよう、お祈りしています！ 



10/17（土）松原・大冠地区 Let`s enjoy 秋フェスタ 大冠小学校にて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年 2 回目となるこの催し。会場は松原小学校と大冠小学校の二校回り持ちで、今回は

大冠小学校にお邪魔しました。 

昨年同様、司会にプロの方をお招きしての、本格的なイベントです。グラウンドいっぱ

いに屋台が出店、自転車置き場にも整理担当の方を配置され、舞台準備の控えの場として

開放された体育館にはシートをひいていただくなど、とても細やかな心配りが行き届いて

いて、感謝することしきりです。そして、そのお仕事を、係りの方がみな朗らかに楽しん

でしておられることが伝わってきて、私たちも気持ちよく演奏させて頂きました。 

 直前はカラオケ大会。地域の歌声自慢の方々の歌唱は、なかなかのもの。搬入の手を思

わず止めて聞きほれるくらいでした。 

 そしていよいよ我々の出番です。ステージは昨年と同様の仕様。ただ、前回は稼動スペ

ースを広くとるために、舞台上と下（グラウンド）両方に太鼓を配置したのですが、音の

伝わり方に若干の時差が生じるため、ぎりぎりの計算をして、舞台に乗れる限界の人数を

工夫して配置してみました。ご覧頂いた方には”てんこ盛り“感が満載だったかも、、、。その

ため、やや動きが制限されてしまった部分がありますが、よりにぎやかに音をお届けする

ことはできたかと思います。 

 会場で、昨年お世話になった委員さんにもお会いしました。この催しが今後とも盛会で

ありますよう。みなさん、お世話になりました。 

 

 

 



9/27（土）柱本地区敬老の催し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日の柱本団地夏祭りでは涙をのんで演奏を見送ったのですが、なんと、その時に、｢敬

老会の催しで演奏を｣というありがたいお申し出を頂きました。同じ団地内の、通称「三角

公園」が会場です。 

 敬老会の催しだけあって、運営の方々も、みな若々しい「元青年」です。運搬をして頂

いたのは、７０代の今も現役でお仕事をされているご夫婦。息子さんが大冠高校の大先輩

だそうで、当時のお話をたくさん伺いました。いろいろと、言葉に尽くせぬご苦労を重ね

て今日までがんばってこられた由、しみじみと胸が熱くなりました。そのような、それぞ

れに歴史を重ねてこられたお客さまに、まだまだ青いとしかいいようのない私たちですが、

精一杯の感謝をこめて演奏しました。 

30 分間の演奏で笑顔や声援をたくさん頂き、私たちも心が温かくなりました。また、演

奏後にはおいしいお弁当と飲み物まで頂きまして、食べ盛りの部員たちは大喜びでした。

ありがとうございます。どうぞ、みなさま、おからだを大切に、お元気でおすごし下さい。 

  



9/11（土）本校文化祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いよいよ今日は晴れの文化祭。お天気も上々。オーブリ（本館から体育館へ通じる二階

の渡り廊下のことを、大冠生はこう呼んでいます）下は、屋外でありながら上部と左手右

手が渡り廊下と体育館・本館に囲まれており、音の抜ける余地も充分にあって、ロケーシ

ョンとしてはなかなかの場所なのです。しかも、お客様が間近まで迫って？ごらんになれ

ます。（座席がありませんので、いささかお客さまには体勢が苦しいという面もあるのです

けれども、通路でもありますので、ご容赦下さい。） 

今年は「風雷神」・「蒼き風」・「海山道」の３曲を披露しました。まん前に陣取ったＯＢ・

ＯＧと保護者の方の厳しいチェックを感じつつも、のびのびと演奏できました。 

 

9/10（金）本校文化祭開会式 

 

 

 

 

 

 

  

 全校生徒を前に、文化祭の開幕を告げる演奏。「何度やっても、知っている友達の前が一

番緊張する」とは、部員の弁。一年生、二年生も、三年生に支えられながら、自分の持ち

場で一生懸命演奏しました。 

 



8/30（日）柱本団地夏祭り 

 前日からの雨で、空をにらみながらセッティングまではしたのですが、時折顔に雨粒が

あたります。一曲目が｢風雷神｣という雨乞いの曲（!!）の予定で、そのせいなのか、今にも

振り出さんばかり空模様。運営委員の方々、楽しみにして頂いたお客様には大変申し訳な

かったのですが、ぎりぎりのところで演奏は中止させて頂きました。一年生も、やっとバ

チになれ、勇んでやってきただけに、とても残念でした。 

 その際、委員の方々やからシートや、出店者の方で、おそらくご自分のお店のために持

っていらした特大サイズの袋を、太鼓を包むために提供して頂いたりと、大変お世話にな

りました。この場を借りてお礼を申し上げます。 

ご承知かとは思いますが、万一太鼓をぬらしてしまうと、最悪張替えが必要となり、片

面だけでも 6 桁の修理費用が発生する上、早くて２ヶ月ほど修理期間が必要となってしま

います。どうぞ悪しからずご了承下さい。来年はきっと晴れて、今年の分もみなさまに楽

しんで頂けるよう、がんばります。 

８/12 和太鼓交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日お邪魔したのは、川西市にある富田林すばるホール。歴史を感じさせる街中の一角

にある、立派なホールです。毎年冬にある高等学校芸術文化祭とは別に、勉強と交流の機

会をもとう！ということで、数年前から実施して頂いています。私たちは初めての参加で

す。 

 ホールの造りと大きさは前述の芸文祭とほぼ同じなので、とてもいい経験になりました。

また、演目も、芸文祭とは一味違ったものが用意され、観客としても楽しめた一日でした。

ホールの皆様、運営委員の先生方、太鼓をお借りした芥川高校・柴島高校の皆さん、大変

ありがとうございました。また、冬にお会いするのを楽しみにしています。 


